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伊
豆
の
国
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
審
議
会

条
令
の
制
定
に
つ
い
て

伊
豆
の
国
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
審
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
こ
の
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
度

中
に
再
配
置
計
画
の
見
直
し
を
図
る
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

　

見
直
し
を
し
て
い
く
過
程
で
、
調
査
、
審

議
に
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
目

標
と
し
て
は
令
和
４
年
度
中
を
考
え
て
い
る
。

伊
豆
の
国
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
エ
メ
ラ
ル
ド
タ
ウ
ン
が
簡
易
水
道
に
入
っ

た
の
ち
、
上
水
道
に
移
管
さ
れ
れ
ば
、
こ
の

条
例
そ
の
も
の
は
必
要
な
く
な
る
の
か
。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
簡
易
水
道
事
業
を
上
水
道
に

取
り
組
ん
だ
と
き
に
は
、
こ
の
簡
易
水
道
条

例
を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

伊
豆
の
国
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
議
会
の
答
申
は
累
進
制
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
行
政
側
は
従
量
制
だ
と
判
断

し
た
。
県
内
の
状
況
を
見
れ
ば
、
累
進
制
で

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

答
申
は
、
累
進
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
量
排
水
者
の

多
く
は
温
泉
旅
館
や
飲
食
店
等
の
事
業
者
で

あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん

延
防
止
等
に
よ
る
経
営
状
況
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

答
申
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
累
進
制
だ
と
温
泉
旅
館
や
飲

食
店
等
の
事
業
者
に
負
担
が
増
え
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
従
量
制
を
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

あ
る
程
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し

た
状
況
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
も
う
一
段
踏
み

込
ん
だ
形
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

■
市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
の
保
証
限
度
額

に
つ
い
て
、
市
の
保
証
限
度
額
は
。

　

民
法
改
正
を
受
け
て
、
市
営
住
宅
の
管
理

規
則
を
改
正
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
限
度
額

を
家
賃
の
12
カ
月
分
と
規
定
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
移
住
定
住
促
進
事
業
９
５
４
万
８
４
３
０

円
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

を
使
っ
た
政
策
の
成
果
は
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
浸
透
に
よ
り
、
い
つ

で
も
ど
こ
か
ら
で
も
相
談
可
能
な
体
制
が
構

築
で
き
た
。
ま
た
、
直
接
対
面
形
式
も
非
常

に
重
要
な
の
で
、
県
と
協
調
し
て
効
果
が
高

ま
る
よ
う
な
方
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
誘
客
対
策
事
業
補
助
金
３
０
０
万
円
の
内

容
と
効
果
は
。

　

伊
豆
長
岡
温
泉
の
旅
館
組
合
独
自
の
Ｏ
Ｔ

Ａ（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
）
事
業
と
し
て
、「
楽
天
」、「
じ
ゃ
ら
ん
」

の
２
社
を
使
っ
て
メ
ル
マ
ガ
や
ク
ー
ポ
ン
の

発
行
を
行
っ
た
。
自
主
財
源
を
合
わ
せ
て

３
２
６
万
５
千
円
。

宿
泊
者
は
１
１
７
１

人
が
利
用
し
、
客
単

価
は
平
均
１
万
７
千

円
か
ら
２
万
４
千
円

程
度
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
の

電
子
マ
ネ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク
、
一
般
向

け
の
商
品
券
、
生
活
困
窮
者
向
け
の
商
品
券

が
３
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
げ
結
果
は
。

　

電
子
決
済
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）
は
、
経
費

と
し
て
１
億
円
弱
ぐ
ら
い
使
用
し
て
い
る
。

実
際
の
効
果
は
、
５
倍
の
５
億
円
の
効
果
が

あ
っ
た
と
結
果
が
出
て
い
る
。
商
品
券
は
２

種
類
あ
り
、
販
売
し
た
冊
数
は
４
０
２
冊
。

売
上
金
額
は
３
２
１
万
６
千
円
。
生
活
困
窮

者
向
け
の
冊
数
は
３
７
２
４
冊
を
配
付
し
た
。

■
防
犯
灯
維
持
管
理
費
１
２
２
０
万
９
５
２

円
の
整
備
状
況
は
。
令
和
３
年
度
で
市
内
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
終
わ
っ
た
の
か
。

　

市
が
把
握
し
て
い
る
蛍
光
管
に
関
し
て
は
、

こ
れ
で
一
応
区
切
り
が
つ
い
た
。
た
だ
、
も

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
発
見
次
第
、

蛍
光
管
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
て
い
く
。

令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
水
道
事
業
会
計
剰

余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
料
金
回
収
率
が
８
・
11
％
減
少
し
、
１
０

０
％
切
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
１
０
０
％
を

切
っ
た
状
態
が
続
く
と
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
と
な
る
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
問
題
も
あ
り
、
大
き
な
旅
館

が
倒
産
し
た
と
い
う
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
。

そ
の
部
分
で
前
年
度
よ
り
減
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
経
営
状
況
を
判
断
し
、
料
金
改
定

時
期
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
下
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
一
時
借
入
金
の
理
由
は
。

　

大
規
模
な
官
民
連
携
事
業
は
、
半
分
が
補

助
金
で
半
分
が
起
債
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
入

っ
て
く
る
の
は
３
月
末
に
な
る
。
工
事
費
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
一
時
借
入

れ
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

総
務
産
業
建
設
委
員
会

総
務
産
業
建
設
委
員
会

2
９月定例会で２常任委員会に付託された議案の審査内容の報告です。● 常任委員会報告 ●



令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
長

岡
最
終
処
分
場
の
借
地
料
が
約
59
万
円
、
同

韮
山
が
約
19
万
円
、
同
大
仁
が
４
８
９
万
８

千
円
だ
が
、
何
年
ま
で
使
う
の
か
。

　

ま
た
、
借
地
料
を
毎
年
払
う
の
で
は
な
く
、

購
入
の
検
討
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

　

長
岡
最
終
処
分
場
は
す
で
に
閉
鎖
し
て
お

り
、
２
年
間
の
経
過
観
察
後
に
市
で
買
い
上

げ
る
。
韮
山
は
今
年
度
閉
鎖
し
、
２
年
間
の

経
過
観
察
後
、
所
有
者
に
返
還
す
る
。
大
仁

は
令
和
12
年
に
閉
鎖
予
定
で
あ
り
、
そ
の
時

期
ま
で
支
払
う
。
大
仁
第
２
は
今
年
３
月
31

日
に
返
却
し
た
。

　

旧
町
時
代
か
ら
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は

借
地
と
い
う
形
で
確
保
契
約
し
て
い
る
が
、

経
済
性
や
効
率
性
を
考
え
て
、
今
後
、
方
針

を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

■
長
寿
祝
い
事
業
に
つ
い
て
、
敬
老
会
の
実

施
が
無
か
っ
た
令
和
３
年
度
は
記
念
品
分
と

し
て
一
人
７
０
０
円
の
市
補
助
が
あ
っ
た
。

敬
老
会
出
席
の
場
合
は
一
人
２
５
０
０
円
で
、

差
が
あ
る
が
、
令
和
３
年
度
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
区
も
あ
り
、
区
の
選
択
制
に
な
る
と

全
員
に
い
き
わ
た
ら
な
い
。
検
討
は
。

　

敬
老
会
実
施
の
場
合
は
、
一
人
２
５
０
０

円
で
３
割
弱
の
参
加
者
を
予
算
設
定
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な
く
な
り
、
対

象
者
が
１
０
０
％
に
な
る
よ
う
に
逆
算
し
て

７
０
０
円
と
し
た
。
金
額
に
差
が
あ
り
、
区

長
へ
の
説
明
会
で
も
言
わ
れ
て
い
る
。
来
年

度
予
算
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

区
の
選
択
制
に
つ
い
て
も
地
区
に
は
負
担

を
か
け
る
が
、
お
願
い
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

■
市
税
徴
収
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
滞
納
整

理
機
構
の
効
果
と
、
未
納
者
に
対
す
る
収
納

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　

静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
20
件
移
管

し
、
３
１
６
４
万
５
千
円
の
徴
収
依
頼
を
し

た
。
そ
の
内
１
４
４
３
万
５
千
円
の
徴
収
実

績
が
あ
っ
た
。

■
業
務
の
効
率
化
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
で
Ｃ
ｏ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｎ（
コ

ド
モ
ン
）
を
導
入
し
て
い
る
が
、
効
果
は
ど

う
か
。

　

欠
席
連
絡
や
健
康
観
察
が
便
利
に
な
っ
た
。

職
員
の
週
案
月
案
等
作
成
時
に
と
て
も
便
利

に
な
っ
た
。
業
務
負
担
軽
減
シ
ス
テ
ム
は
園

職
員
と
保
護
者
に
高
評
価
で
あ
る
が
、
今
ま

で
通
り
の
手
書
き
の
お
便
り
が
良
か
っ
た
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

■
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
（
２
３
８

万
８
０
４
６
円
）
は
ど
う
い
う
運
営
を
し
て

い
て
、
効
果
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

大
仁
北
小
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
昨
年
度

よ
り
６
小
学
校
で
協
働
本
部
を
設
置
し
た
。

通
学
時
の
安
全
確
保
が
共
通
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
を
見
て
い
く
こ
と
に
し

た
。
地
域
住
民
が
自
主
的
に
や
り
始
め
て
く

れ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
３
中
学
校

に
つ
い
て
も
立
ち
上
げ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

■
認
定
こ
ど
も
園
化
推
進
事
業
、
長
岡
保
育

園
移
転
調
査
検
討
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
結
果
が
出
た
の
か
。

　

長
岡
幼
稚
園
に
長
岡
保
育
園
を
移
転
す
る

の
に
伴
い
、
園
舎
の
改
築
・
増
築
・
自
園
調

理
方
式
な
ど
の
基
本
的
な
調
査
を
し
た
の
で
、

配
置
な
ど
を
園
の

先
生
た
ち
に
検
討

し
て
も
ら
う
。
今

年
度
入
札
を
か
け

て
業
者
が
決
ま
り
、

実
施
設
計
に
入
っ

て
い
る
。
令
和
５

年
度
に
工
事
を
し

て
、
令
和
６
年
４

月
１
日
に
認
定
こ

ど
も
園
の
開
所
の

予
定
。

福
祉
文
教
環
境
委
員
会

福
祉
文
教
環
境
委
員
会
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長岡幼稚園

令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
前
年
度
よ
り
も
賦
課
限
度
額
が
上
が
っ
て

い
る
の
に
、
保
険
税
の
前
年
対
比
で
は
３
２

０
０
万
円
く
ら
い
減
額
し
て
い
る
の
は
ど
う

い
う
状
況
な
の
か
。

　

現
年
課
税
分
の
収
納
率
が
下
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
、
被
保
険
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

令
和
３
年
度
伊
豆
の
国
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
介
護
認
定
者
数
は
増
え
て
い
る
が
、
給
付

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
被
保
険
者
の

う
ち
、
普
通
徴
収
の
割
合
は
ど
の
位
か
。

　

給
付
費
は
急
激
に
増
え
て
お
り
、
今
年
度

は
予
算
の
段
階
で
１
億
１
３
７
５
万
８
千
円

の
基
金
の
取
り
崩
し
を
見
込
ん
で
い
る
。
計

画
と
比
べ
る
と
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
は
５
５
９
０
件
で
約
１
億
８
６
０
０
万
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
５
９
２
件
で

７
１
６
万
円
上
回
っ
て
い
る
。
居
宅
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
３
５
０
件
で
約
９
４

０
万
円
下
回
っ
て
い
る
。

　

普
通
徴
収
は
４
月
１
日
現
在
で
１
万
７
６

２
８
人
の
う
ち
、
３
０
６
９
人
、
17
・
４
％
。


